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1．　 は じめ に （当研究委員会 の 背景と目的）

　会長特別委員会の 下 に設 置 さ れ た 「地 盤変状 メ カ ニ ズ

ム 研究委員会」 に課 せ られ た命題は，旧来 の枠 に 囚われ

な い 新 しい 地盤力学
・
地盤工 学 の 展 開，つ ま り 「学 術 の

飛躍的発展 」 で あ っ た 。 委員会 で は こ の た め，次 の 2

点 を 主 た る 目的 と して 掲 げ た。
1） 地 震 に よ る 地 盤変状 の メ カ ニ ズ ム の 解 明 と新 し い

　学理 の構築

　経験 に基 づ く多 くの現 行設 計指針等 は ， 想定 され た 限

定条件 で の 現 象 を効率 よ く評価す る もの で は あ るが，こ

れ を 超 え る 現象 に 対 し て は 概 して 無力 で あ る。常 時
一
地

震中
一
地 震後を 対 象 に，様 々 な土 の 材 料 特 性 の あ る が ま

ま の モ デル 化 に基 づ く地 盤変状の メ カニ ズ ム の 解明 と，

将来 の 地 盤 挙動 を予測す る新しい 地盤力学の 学理 の構築

を行 う 。

2）　地 盤変状 と強震動特性の 関係の 分析 ・検討

　強震動特性 （卓越周期，継続時間，指向性 な ど）とそ

れ に よ っ て 変 状 が 生 じた 地 盤 の 特性 （材料特性，地盤構

造，境 界 条 件，固 有 周 期な ど） との 関係を 分析 す る。ま

た ， 強震動履歴が 地盤変状
・
変形 （再 液状化 な ど）に及

ぼ す 影響 に つ い て も分析 ・検討を行 う。

　研究方針1成果 目標 に は次の 3 点 を掲げ た 。

1） 学学 ・産産 は も ち ろ ん産官学共 同研究 の 実 を 挙 げ

　 る

2） 研究 者の 世 代交代を一
気に 加 速 させ る

3）　 国際化の 推進

　1）は 異 な る組織 に 所 属す る委員間の 活発 な研究交流

を，2）は 40，50代研究者が 牽引 す る新規研究の 開拓 と

30代研 究 者 との 強力 な連 携 に よ る研究促進 を，3）は 研

究 成 果 と し て Soils　and 　Foundationsへ の 積極的投稿 を

指 す。

　委員会 は 委員長 ・幹事長 の筆者ら，な らび に風間基 樹

副委員長，塩 見忠彦副委員長 を含 む47名 1〕で 構成 した。

委員会活動は，東 日本大震災 に関係する講演企 画，7 つ

の WG に よる研究報告 と質疑 を 行 っ た 定例 委員会 の ほ

か，震災 の 現地 視察会，構成 モ デル の 考 え 方 ・
適用 例 を

検 討 す る 「地 盤 材 料 の 構 成 モ デ ル ワ
ー

ク シ ョ ッ プ」 （中

井 照 夫 座 長 ） を開 催 した 。 以 下 で は，こ れ らの 概要を 示

す 。 な お，全体の よ り詳細な内容 に つ い て は，文献 2）

を参照されたい。
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2． 委員会の 体制と研究テ
ー

マ

　 当委員会 で は，目的実現の た め に，委員会の 中に 次の

7 つ の 項 目の 研 究 WG を設 置 し た。各 WG の 研究成 果

は後述す る。

WG1 ：浦安市 の埋 立地 盤 の 液状化一表層埋 立 土 お よ び

　 深 部 粘 性 土 の 物性 把握 ，埋 立 履歴 1地 層構成 や 入 力地

　震波の 影響 ， 再液状化可能性 と将来の 地盤変状予測な

　 ど

WG2 ： 塑性
・
非塑性細粒分含有率の 影響 と構成式 に よ

　る再 現
一

塑性 ・非 塑性 細粒分含有率の 影 響 の モ デル 化

WG3 ： 地 震 中 ・地 震 後 に 粘性 土 地 盤 に 生 じ る 変状
一地

　震中
・地 震後 に 粘性 土地 盤 に 生 じる 変状

WG4 ：造成宅地
一

谷埋 盛土 に生 じた 変状 の 把握 と再 現，

　側方 流動 抑止 工 法 の 検 討

WG5 ： 堤 防 ・盛 土 構造一河 川 堤防 に 生 じた 地 震 に よ る

　変形 ・
破壊挙動，た め池 の 浸透 と耐震

WG6 ：港湾
・
海岸構造物

一
耐津波化委員会 （菊池喜 昭

　委員長） との連携

WG7 ：各 種 地 盤 改 良 ・地 盤 補強工 法
・
耐震 メ カニ ズ ム

ー

　密度増大 工 法 ， 排水工 法 ， ジオ テ キ ス タ イル の効果

3． 委員会活動状況 の 概要

　 3．1 定例委員会

　 定 例 委員 会 は2011年 9 月 20 日，第 1 回 を皮 切 りに ，2
〜3 か 月 に 1度 の ペ ー

ス で合計 13回開催 した （平均参加

者 ： 20名程度）。 主 に ，前半の 委員会 で は，東 日本大震

災 に お け る 河川堤防
・
高速道路盛土 ・海岸構造物 ・た め

池な どの地 盤
・
土 構造物 の 被災状況 や 地 盤 改良の 有効 性

に 関す る 7 名 の 講演者 に よ る情報提供 と質疑応答 を 通

じて ，地 盤 力学
・
地 盤 工 学 上 の 課 題 抽 出 を行 っ た。後 半

で は ，7 つ の WG の 研 究 進 展 状 況 等 の 説 明 と各 委 員 間

で の 共有 を 図るた め，集中討議
・
関連研究報告などを継

続的 に 行い ，問題点 ・課題 の 整理 に 役立 て た。13回 分

の議事録 は地 盤 工 学 会 ホーム ペ ージo を ご覧 い た だ きた

い。

　3．2　東 日本大震災の 現地視察会

　第47 回 地 盤 工 学研究発表会 （入 戸） の 最終 日 に 松島

に 集合 し，翌 日，松島〜石 巻市 （瓦 礫集積）〜女川町

（津波被害，RC 構造物 の転倒）〜鳴瀬川堤防 の 破堤〜

折立団地 （谷埋 め 盛土 造成地 の被害）〜仙台東部道路〜

仙台空港〜JR仙台駅の 行程 で，現地 を視察した。

地盤工 学会誌，62− 10 （681）
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　3．3 地盤材料の構成モ デル ワ
ー

ク シ ョ ッ プ

　定例 委員 会 と は 別 に ，当 ワ ーク シ ョ ッ プ を 3 回

（2012年 8 月 9，10日，2013年 5 月27日，2014年 1 月 9，

10 日） 開 催 した 。静的 ・動的 を 問わ ず ，様 々 な 地 盤 材

料の 構成 モ デル の 考 え 方を 整理 し，個 々 の 構成 モ デ ル の

特徴 と地盤の 解析 へ の 適用性 を 明 確 にす る こ と を 目的 と

し，各種構成モ デル の 紹介 ， そ れ ら に よ る浦安で 採取さ

れ た試料の 実験結果 に対す る説明の 可能性及び 各構成モ

デル に よ る浦安で の 液状化の メ カニ ズム などに つ い て 議

論 した。こ こ で は，3回 の ワー
ク シ ョ ッ プを通 して 示 さ

れ た，中井座長の 総括 の 言 葉 を次 に 記 して お きた い 。

　 「液状化問題を含め地盤 の 変形
・
破壊問題 を合理 的 に

予測 す る た め に は，鋼構造などの 上部構造同様，境界値

問題 と して地 盤 の 変形 か ら破壊ま で を
一
貫性を も っ て 解

析 す る 必 要 が ある。そ こ で は，一
般的 な応力条件下 の 地

盤 材 料 の 力学 挙 動 を定 量 的 に記述 で き る構成式は 欠 か せ

な い
。 ある 時期 ま で こ の 分野 の 研究 が 日本 で は 非常に活

発 で あ り，そ こ で は年齢 を 問わ ず活発 な議論が な され て

い た。しか し，近年，実験 に よ る検証 を含 めて ， こ の 分

野で 活躍 す る若 い 人が限 られ る こ とに正直憂慮して い た。

しか し，3回 の ワ
ー

ク シ ョ ッ プで は 50〜80名の 若手 か ら

熟年 ま で の 参加が あ り，そ の よ うな意味 で は
一

安 心 した。

　液状化問題 は も と よ り，静的 ・動的問題 の 実務 の 設 計

は 今 で も 地 盤 材料 の構成式 モ デル が な い 時代 の Ter・

zaghi 型 の理 論 や 経験則 に 基 づ い て な さ れ て い る 。 今後，

研究，実務 に拘わらず地盤工 学 の 分野 で の ブ レー
ク ス

ル
ー

は，地 盤 の 挙動を 簡単か つ 唯
一

的に 記述 で き る 構成

モ デ ル に基 づ い た 力 学 的 根拠 が 明確 な解析 な しに は な し

え ない と言 え る 。 その よ うな 訳で ， ワー
ク シ ョ ッ プで は

要素試験結果や現場の 現象を 構成モ デ ル や そ れ を用 い た

解析が どれだけ説明で きるか だ けで な く， その材料パ ラ

メータの 唯
一

性や 決め 方 につ い て も議論された。本ワ
ー

ク シ ョ ッ プを 通 して ，現在の 構成モ デル とそ れ を用 い た

地盤の 変形解析の 現状 と本当の 意床 で の 地盤 工 学 の 発 展

に は 何が 必 要な の か 明確 に な っ た と言 え る 。 こ の 分野の

活発か つ 真摯な 学術的議論 とその 発展を心より期待して

い る 。 産官学 を問 わず 特 に若い 人 た ち に。」

4． 各 WG の研究成果報告の概要

　紙幅の 都合上 ，各 WG の 活動報告 は一
部 を 紹介 す る

に と ど め る。

　4．1WGI （浦安市 の埋立 地盤 の 液状化）

　東北地 方 太 平 洋沖地震に よ っ て，千 葉県浦安市を は じ

め，東京湾沿岸の 埋 立 地 盤 にお い て，広範に液状化が発

生 した。その 特徴 と して は，  地震動の 継続時間は 長い

が，た か だ か 震度 5 程 度，地 表面観測記録 で最大加速

度 200Gal 以 下 の 揺 れ で あ っ た こ と，  採取 し た噴砂 試

料 か ら ， 通常 は 液状化 し に くい とさ れ て きた細粒分を 2

〜6 割含 む 土 が 液状化 した こ と，  比 較的新 しい 埋 立 て

地盤 で 液状化が 集中して い るが ， 液状化被害の 程度は空

間的 に 非
一

様 で ば らつ きが大きい こ とが 挙げられ る 。

WG1 で は，浦安市 の埋 立て 地盤 に対 し，複数の 地震応
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答解析
・
模型実験を 通 して，液状化発生 メ カ ニ ズ ム の 説

明を試 み た 。 基盤波 は ， 復数の 候補か ら，本 震 ・余震記

録，浦安市まで の 距離，土質柱状図の 有無な どを考慮し，

東京都港湾局 の 品川地震観測所の GL −36　m （N 値 50以

上 ）に お け る観 測 記 録 を浦 安地 区 の 入 力地 震動 とし た。

　 こ れ らを 踏 ま え ， 福武 らの 解析
3〕か らは，加 速 度 は大

き くな い が繰返 し 回数が多 い ため，過剰間隙水圧上 昇 が

緩慢 とな り ， 主 要動 が過ぎ て もゆ っ く り と上 昇 して 液状

化 に 至 っ た こ と，そ の 後 の 加 振 が激 し い 液状化 を引 き起

こ し た こ と，余震 に よ っ て 全沈下量の 40％ が 沈下 し た

こ とが 示 され た 。ま た ，名大の 解析4）か らは，沖積砂層

下 の 沖積粘土 層 が厚 くな る ほ ど地震波 の長 周 期成分 が 増

幅され，地表面 で の 大 きな揺 れ に繋が り，表層埋 土 層 が

液状化 した可 能性がある こ と，2 次元解析か ら深部 の 洪

積層の 傾斜構造 に起 因 して傾斜基端部から生成された表

面波 （ロ 絵写真
一 1，http：〃urx ．nu ！bmG4 ，以 下 同様）

の 影響で 主 要動終 了後 も後揺 れ が継続 して 表層 の 液状化

が 拡大 し，表層地 形 の 非
一

様性 や本震 と余震時 の液状化

発生 の 有無に寄与 した 可能性 を示 した。

　4．2WG2 （塑性
・
非塑

’1生細粒分含有率の 影響 と構成

　　　 式 に よる再現）

　 WG2 で は 実験 と解析 の二 つ の サ ブ WG で 活動 し た。

解析 サ ブ WG の 活 動 は，　 WG1 の 細 粒分 を含 ん だ浦安土

の 液状化解析と内容が 重複す るた め ， こ こ で は 割愛 す る 。

　実験 サ ブ WG で は，（1）既往研究 の 体系化，（2）細粒分

を含む 砂 の実験データの 蓄積を 研 究方針 と した。こ の 結

果，細粒分を 含む 砂 の 強度 ・変形特性を 統
一

的に 理 解す

る た め に は，土 の 堆積構造を反映 した 粗密状態を定量 評

価す る合理 的な 指標の 選定が 重要で あ る こ と，一
方で 地

震 に よ る繰 返 しせ ん 断 に対 し，土 の 負 の ダイ レ イ タ ン

シ
ーに起因す る圧縮性 を評価で きれ ば，液状化に よ る被

害程度の 簡易推定 に繋が る可能性 が あ る こ と，ま た，き

れい な砂 に 粒子形状 が 異な る 5種類 の 非塑 性細粒分 を 0
〜50％混 合 した 実験結果 か ら，細粒分含有率が 増加す

る と沈 下 量 は増 加 す る こ と，沈下 量 に影響を 及 ぼす 要因

と して ， 限界細粒分含有率
・
粒子形 状が あ り，細粒分粒

子形状 が偏平 に 近い ほ ど圧縮量が 増加す る こ とな ど を 明

らか に した。

　 4．3WG3 （地震中
・
地震後 に粘性土地盤に 生じる変

　　　 状）

　地 震後 の 粘 土 地 盤 の 長 期 沈 下 は，古 くは メキ シ コ 地 震

（1957，1985年）や 宮城 県沖 地 震 （1978年 ）の 事 例 が あ

り，近年 で は阪神
・
淡路大震災 （1995年）に お け る ポー

トア イ ラン ドの 事例がある
5〕。い ずれも地震後 の 地盤沈

下 が示 さ れ て い る が，そ の現象や 沈下 メ カニ ズム 解 明 が

十分で は な い。こ の た め，WG3 で は 東北地方太平洋沖

地 震 に 限定 す る こ と な く既往の 沈下事例 と対比 し つ つ 活

動 を進 め た。

　新潟県中越沖地 震 （2007年）で 観測 さ れ た 柏崎市 の

沖積粘土層で地震後の広域地 盤沈下 に つ い て は，現地 採

取 土 の静的及 び動的試験 に基 づ く磯部 に よ る沈下 予測 解

析
6）か ら，長期沈下 の可能性 を示 した。

9
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報　 　告

　東北地方太平洋沖地 震 で も浦安地 域 で は 地 震発生 時の

液状化 に起 因す る即 時沈下 後の 地 盤沈下が 継続 して い る 。

Nigorikawa　and 　Asuka7）は 浦安 の 埋立造成地 の 2 測線

に つ い て 長期の 地盤沈下計測を 実施 し，地盤沈下 は測線

中央 付 近 と海 側 で 沈 下 量 が 大 きい 傾 向 が 見 られ る こ とを

示 した 。 粘土 層厚の 影 響が 大 きい が，陸側で 地 震後地盤

沈下量の 小さい こ とに は 他の要因も影響 して い る可 能性

が 大きい 。多 くの研究者 に よる粘土 地 盤 の長期 沈下 挙 動

の 解析 に よ る更な る 現象解 明 と沈下 予 測精度 向上 の た め

の 継 続的な 研究が期待 さ れ る。

　 4．4WG4 （造成宅地）

　 WG4 で は，東北地 方太平洋沖地 震 で被災 し た ， 宮城

県仙台市青葉区折立 地 区の 谷埋 め盛土 造成宅地 を対象 に，

変状の 把握 と再現，側方変位抑止工 法 の検討 を行 っ た。

な お，折立 地区は仙台市街地 西 部の 丘 陵斜面 に位置す る

谷埋 め盛土 造成宅地 で 1965年 か ら造 成 が 行 わ れ，1978

年 宮 城 県沖 地 震 で は大 き な被 害 を受 けて い な い が，東北

地 方 太平洋沖地 震で は谷埋 め 盛 土 部分全体 に お い て 地 す

べ り的崩壊が生 じた。被害 は 旧谷筋縦断方向に約 230m ，

横断方向に約 70m の 範囲 に及 ん だ 。 被害 の 要因 と して ，

盛 土 の N 値が 小 さ か っ た こ と，粘性土 地盤 で 地下水位

が高 か っ た こ と な ど が 指摘 され て い る
8〕。

　解析 は 複数の 解析 コ ードに よ り実 施 して い るが，線 形

等方弾性 体を 用 い た X −FEM9 ）に よ る地 震応答解析 で は，

盛 土 頭部沈下量 に 関 して 定量的に 良い 一
致を示 した が沈

下が 卓越す る 法尻部分で は 実測 と 大 きな差異 が 見 られ た。

土〜水〜空気連成の 不 飽和浸透流解析に よる盛土 内水 分

分布 の 推定及び有効応力地 震応答解析 1  か ら は，実際

の 推 定 被 害 領 域 を概 ね 説 明 で き る応 力 及 び ひ ず み 分布 を

得 る こ とが で きて い る （口 絵写真
一 2 ）。

　 4．5WG5 （堤防
・
盛土構造）

　 WG5 で は特 に河川堤防 の 大変状被災事例 に つ い て ，

  粘性土 基礎地 盤上 の 河 川堤 防 の地 震前〜地 震 中〜地 震

後の 挙動，  閉封飽和域 を有す る堤体 の 地 震時挙動  

短 冊 状 の 堤 体変状に 関す る 亀裂進展解析 に よ る 検討， 

矢板耐震対策工 の 効果の 検証，及 び  基礎地 盤 に 非対称

な 液状化域 が あ る 場合 の 堤体変状 の 5 つ の 課 題 に 着 目

して 検証 した。紙幅の都合上 ，  〜  に つ い て述べ る。

　  で は，粘性 土基 礎地 盤 が地 震時 に変形 し な い 前提で

堤防の 変状 メカ ニ ズ ム が検証 さ れ て い る現状 に対し，粘

土地 盤へ の被災堤体 の め り込 み は地 震前の 圧 密沈下 だ け

で は な く，地 震時 に即 時 沈下 し た部 分 もあ る可 能 性 を 示

した 11）
。   で は ， 空 気

〜水〜土 骨格連 成 解析
12〕か ら ，

地 震時に形成 さ れ た不 飽和堤体 と粘土 基礎地 盤 との 間の

過剰 水圧勾配 を解消す る た め に ， 時間経過 と ともに 粘土

基礎地盤 か ら堤体内に 間隙水 が流入し続け，堤体内の 飽

和度が長期 に わ た り高 くな っ た。被災堤防の 調査 にお い

て，堤 体 内 の 地 下 水 位 の 高 さ が い くつ も報 告 され て い る

が，本事例 は そ の 原因の
一

つ と考 え られ る。  で は，基

礎地 盤 や堤体下部が液状化 して被災 した河川堤防の，堤

体 が短冊 状 に分 断さ れ て崩壊 した多数 の事例 に着 目 し，

側 方流 動 に伴 う盛土 底面 で の 引張応力の作用 に よ る微小

10

亀裂 の 発生 を 仮定 して X −FEM を 用 い た 亀裂進展解析

（自重解析）
9）を実施 した。地震動だけ で は 開 口型亀裂 に

よる進展 の 可能性 が低 い こ とを示 した。  で は，鋼管矢

板 に よる補強工 法 で ，根入 れ が深 い と，堤体前面で の 変

形 抑止 に は 多大 な効果 を得 る こ とが で き る
一

方，堤体背

面側 の 水平変位や 隆起 を促進 す る危険性 を指摘した （口

絵写 真
一 3）。

　4．6WG6 （港湾
・
海岸構造物）

　 WG6 で は，地 盤構造物耐津波化研究委員会 と連携 し

つ つ ，東北地 方太平洋沖地 震 に おけ る港湾
・
海岸構造物

の 被 害事 例 に つ い て，要 因 分 析 等 を行 っ た。

　東北地方太平洋沖地震で は，地震動作用だ けで な く津

波作用も影響 した と考 え られ る岸壁被害が見 られ る。こ

の た め，相馬港の 鋼矢板式岸壁の 被害 につ い て は，岸壁

設計 手 法 に 基 づ い た 被 災 要 因 の 考 察を行 っ た／3）
。

こ の

結果，矢板根入 れ 長の 不 足 や 控え 工 陸側斜杭の 引抜 き抵

抗の 超過が 被災状態 と は あま り合わ な い も の の ，水平震

度を 考慮 しな い 場合で も背後残留水圧 を 少 し大 き くす る

だ け で タ イ材張 力 が破 断 張 力 を超過 す る結果 とな り，実

際の 被災状態 と対応した。ま た，こ の 控え組杭式岸壁 と

隣接す る相馬港第
一

埠頭控 え 直杭式鋼管矢板岸壁 で は，

矢 板 が 完 全 に倒 壊 す る被 害 は 見 られ な い もの の ，地 盤 構

造 物 耐 津波 化 研 究委 員会 と合 同 で 有 限要 素 解析 を用 い た

地震動及 び津波作用 の影響検討を行 っ た。

　4．7WG7 （各種地盤改良
・
地盤補強工 法

・
耐震 メ カ

　　　 ニ ズム ）

　WG7 で は，主 と して  密度増大 工 法 ，  間 隙水 圧 消

散工 法 及 び  補強土 工 法 の 有用 性 を検討 した。

　  で は，東 日本大震災 に お い て 埋 立 地 の 締固め 改良は

液状化 に 対 し有効 で，地 震後の 変状 も小 さ く殆 ど 被害が

な か っ た とい う現地 調査報告 に着 目し た。サ ン ドコ ン パ

ク シ ョ ン パ イル （SCP）工 法 に よ る改 良地 盤 を複 合 地 盤

と して モ デ ル 化 した 解析
14〕か ら，SCP 施工 に よ っ て 施

され る 砂杭や杭間の 密な砂の 正 の ダイ レ イ タソ シ
ー

特性

に よ っ て 地 盤 の 変形抑止 効 果 が 期 待で き る こ と を 示 した 。

  で は ，バ ーチ カ ル ドレーソ の 排水 に よ る 地 震時の 水圧

上 昇 抑 制の 結 果，締固 め に伴 う
一

定 の 地 表 面 沈下 を 許容

す るた め，液状 化 防 止 の 可否 と併せ て，液状 化抑制時の

発生 沈 下 量 予測 も重 要 な 課題 の
一

つ とな る 。 WG7 で は ，

こ の バー
チカル ドレー

ン 工 法の 圧密問題に 適用される マ

ク ロ エ レ メ ン ト法 の 動 的 問 題 へ の 適 用 を 図 り
15 ），ド

レー
ン ピ ッ チ や 地 盤 の 透 水 係 数 な ど，間 隙 水圧 消散 工法

の 諸特性を 調べ
， 水圧 上 昇抑制効果 と液状化発生低減 に

伴う側方流動抑制効果を 確認 した 。   の ジ オ テ キ ス タイ

ル を用 い た 補強土 工 法 に つ い て は ， 2007年能登半 島地

震に より崩壊後，補強土工 法を用 い て 強化復旧された能

登有料道路の 道路盛土 を取 り上 げ，耐震性能 を検証 した。

5．　 お わ り に

　「今 回 の 東北地方太平洋沖地震 は ， 我 が 国 ， 特 に東 日

本の広域に わた り，筆舌 に 尽 く し難 い 厄難 を もた ら しま

した。こ の地震 を機 に ，こ れ ま で の 地 震学 に対 す る信 頼

地盤 工学 会誌，62− 10 （681）
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がかなり揺 らい で い る こ とは ， 皆様 も周知 の とお りで す 。

地震が来 る こ と自身は確実 で はあ っ て も，r地震 の （大

き さ や 場 所 と時期の ）予 知1予 測』 はどこ まで 可 能なの

か，専門の 領域 に 閉じこ も らず に，分 か らな い もの は分

か らな い と，国民 に もっ と素直 な説明が あ っ て も よか っ

た の か も知 れ ませ ん 。

　しか し皆様 ， 地 震学 を嗤 っ て い て済む事態で は，もち

ろ ん あ りませ ん 。 我 々 の 地 盤 力 学1工 学 と，そ れ を支 え

る研究者，技術者 も，実 は 同 じよ うに危うい。そ れ は ど

うして で し ょ う ？　 地 震時 の地 盤変状 に つ い て ，何が わ

か っ て い て，何 は わ か っ て い な い の か，こ れ を正 直 に国

民 に 知 らせ る こ とが ， ま だ 出来 て い な い か らで す 。 今回

の地震 に つ い て言 え ば，こ の地震ならで はの ， 初めて 目

に す る よ く調 べ られ て い な い 地盤変状は，あっ たの かな

か っ た の か，科学 的 に，しか も分 か りや す く国民 に説明

で きて い ま せ ん 。 関東 で は液状 化 被害 が 目立 ち ま し たが，

液状化 ひ とつ を取 り上 げ て も例外 で は あ りませ ん 。 液状

化現象は 土 質力学 の教科書の 中で も，皆様 が周知 の 圧密

沈下 や 地盤 の支持力な どの話題 か らは
一

番遠 く，長 い 間，

土 質力学者 の 間で 共通認識 の 醸成 に著 し く欠 け て い た分

野で あ りました。『ゆるい 砂 の締め固め計算 が ま っ た く

で きな い プ ロ グ ラ ム を 用 い て，長 く砂 の液状化 の計算 を

して い た』 と言 えば ，誇張 に 過 ぎ る で し ょ うか ？『砂 と

粘土の違 い 』 は ど こ まで は っ きりと分 か っ て い る の で し

ょ う ？r砂は液状化 し，粘土は何 も起 こ らない 』 とい う

の は 本当で し ょ うか ？こ うして地震時の地盤変状を考 え

て ゆ く と，地 盤 力学1工学が地震学を 嗤 え る よ うな学問

状況に あ る な ど とは，全 くも っ て 考 え られ な い の で す 。

　特別 委員会の 1 『地 盤変状メ カ ニ ズ ム 研究委員会』 は，

こ の よ うな 事情 を 背 景 に 発足 い た しま した。こ の委員会

は，こ れ ま で の伝統的 な 『土 質動力学 』研究 の成果 を尊

重 しつ つ
， しか しそ の 延長線上 の 研究 だ け に 陥る こ とな

く，む し ろ最新の 地 盤力学研究を背景に して，新た な学

理 を 構築す る く らい の 気概 で ，進 め て 行 きた い と考 え て

い ます。」

　上 記は ， 当委員会 に課 され た 「学 術の 飛躍的発展 」 と

い う命題を 踏ま え ， 第
一

回委員会開催に際し，委員長 が

委員 に宛て た 委員応募へ の お 礼の 手紙の 冒頭で あ る。 約

2 年半を振 り返 る と，WG 報告 に見 られ る よ うに こ の 趣

旨に沿 っ て 進められた とこ ろもあれば，例え ば噴砂 の シ

ミ ュ レーシ ョ ソ な ど まだ で きな い こ と も明 らか に な っ た。

委員会 は 閉 じた が，研 究 は 終 わ りで は な い 。む しろ始 ま

っ た ば か りで ， しか もや っ て もや っ て も き りが な い か ら，

各自の 職場 に 戻 り， 次な る飛躍に 向け 研究を進 め て い た

だきたい 。

　第47回〜第49回 地盤工 学研究発表会 で は
一

般 セ ッ シ

ョ ソ で そ れ ぞ れ 8編程度の 成果報告を行 うとともに，

「地 盤 工 学会特 別 シ ン ポ ジ ウ ム
ー

東 日本 大 震 災 を乗 り越

え て
一

」 （2014年 5 月14，15日 ） で は 委員会 の 活 動 成 果

とし て 関連論文 18編を発表 した。今 回 紹介 し た 4．の 内

容 は，こ れ らの 内 容の
一

部の 要 約 で，研 究の 全体 を紹介

October，2014

報 　　告

で きな い の が極 め て 残念で あ る。今後，委員各自また は

グ ル ープが 研究 成果 を と りま とめ，Soils　and 　Founda−

tionsに 投稿 し， 世界 に発信 す る 予定で あ る 。 本誌読者

の方 に は，是非 これ らの 研究成果を ご覧い た だ きた い。

　最後 に，委員会 メ ン バ
ー，ワ

ー
クシ ョ ッ プ に参加 い た

だ い た方，地 盤 工 学会長 を は じめ 学会関 係 者 の 皆様 に大

変 お世話 に なりま した。心 より感謝の 意を表 します。
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